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第２３号

今後の行事予定

・3月10日（水） 第4回ふれあいサロン
・3月27日（土） 令和3年度新自治会議員
 　 ・新正副区長合同会議
・4月　4日（日） 消防入退団式
・4月18日（日） 戦没者慰霊祭
・5月　8日（土） 自治会議員・正副区長
 　 ・隣組長合同会議
・5月23日（日） 体振ふれあいソフトボール大会

令和３年３月～５月

　

お
互
い
顔
を
合
わ
せ

た
、
ま
た
声
を
掛
け
合
う

際
の
第
一
声
が
、
亀
岡
市

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
？

　

第
２
次
緊
急
事
態
宣
言

の
下
、
感
染
者
数
は
大
幅

に
減
少
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
順
次
実
施
さ
れ
る
見
通

し
が
立
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
へ
の

兆
し
が
少
し
見
え
て
き
た

感
が
す
る
今
日
で
す
が
？

　

人
類
の
地
球
環
境
へ
の

果
て
し
な
き
悪
さ
が
招
い

た
ツ
ケ
、
し
っ
ぺ
返
し
で

は
な
い
か
と
多
く
の
人
が

気
づ
く
中
、
こ
の
ま
ま
で

は
未
知
な
る
恐
怖
が
際
限

な
く
人
類
に
襲
い
掛
か
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
世
界
レ
ベ

ル
で
取
り
組
ま
な
い
限
り

事
態
は
ま
す
ま
す
悪
化
す

る
こ
と
は
明
白
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
我
々
一

人
ひ
と
り
が
こ
う
し
た
点

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
自

覚
し
認
識
し
な
け
れ
ば
何

も
動
か
な
い
の
も
事
実
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
自
治
会
活
動
が
自
粛
の

名
の
下
動
き
を
封
じ
ら
れ

続
け
る
今
日
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
期
（
平
成
30
年

度
〜
令
和
２
年
度
）
の
自

治
会
議
員
さ
ん
の
総
仕
上

げ
の
最
終
年
度
も
残
る
と

こ
ろ
１
ケ
月
。

　

少
し
不
完
全
燃
焼
の
感

を
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
は
今
後
一
町
民
と

し
て
大
所
高
所
か
ら
お
力

添
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
り
ま
す
。
３
年
間

（
長
い
方
で
す
と
６
年
間
）

馬
路
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
お
力
を
注
い
で
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
い

自
治
会
組
織
の
下
で
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
誰
も
が
明
る
く
元

気
に
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
馬

路
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
、
自
治
会
活

動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
一

層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　コロナ禍を考慮して、参加規模を大幅に縮小し
て（消防馬路分団は引田分団長以下本部役員5
名、自主防災会は堤邦尋会長以下5名、防犯推進
馬路支部は、堤輝明支部長以下3名）、馬路町自
治会及び亀岡市からの激励（桂川亀岡市長他各機
関の代表）を受けました。
　例年は、28日、29日の二日間、町民の皆様が無
事新しい年を迎えられるように、有事に備えての
年末特別警戒を行っていましたが、
本年は、28日の
みとして実施さ
れました。参加
頂きました方々
には大変ご苦労
様でした。

　今年の亀岡市消防団の出初式は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止の観点から、各町消防分団は3役のみと
し、そこに各町自治会長及び各町自主防災会長、来賓
数十名が参加。また、恒例の市中パレードも中止と、
例年に比べて大幅に規模を縮小する中、1月10日（日）
亀岡中学校における式典のみとして開催されました。
　令和２年度に馬路分団の中野元分団長（長林寺住
職）が、亀岡市消防団副団長に就任。初お披露目の場
となりましたが、大きな良く通る声で指揮号令を発せ
られており初の大役を堂々と立派にこなしておられま
した。式典の場で、令和2年度消防団員表彰状授与があ
り、馬路分団の表彰受賞者は次の方々です。

あ
い
さ
つ

自
治
会
長

中
澤
基
行

年末特別警戒を実施年末特別警戒を実施亀岡市消防出初式亀岡市消防出初式

亀岡市長表彰：精勤章　引田伸也分団長
亀岡市消防団長表彰：　鳴瀧康之団員
　　　　　　　　　　　勝井伸悟団員
　　　　　　　　　　　人見晋輔団員

馬路自治会文書から引用（赤線は道）

　5年後、10年後の馬路町の持続可能な農業・農村環境の
保全管理をするためには、法人格を持ったしっかりとした
信頼される組織体制の確立が不可欠となります。そのため
に昨年7月に準備委員会を設置、現在までに5回の協議を重
ねてきました。現在、農地所有者（現時点耕作している
人、預けている人、入り作者）に対して、5年後、10年後
の農地の保全管理に係る意向調査を行ったところでありま
す。
　その集計結果を踏まえて、目指す新たな営農組織体制の
方向性が整理でき次第、出来
るだけ早い機会に、農地所有
者説明会を開催させていただ
くこととします。
　次回自治会だよりでは、意
向調査結果や新組織の提案内
容の素案ぐらいはお示し出来
ればと考えています。

　1月5日の2時頃に、ファミリーマート馬路町店の周辺部
に不法投棄が発見されました。ファミリーマートの防犯カ
メラに不法投棄をした状況が写っていましたが、車両ナン
バーまでは分かりませんでした。写っていた時間帯を中心
に、幹線道路にかなりの台数を設置してある防犯カメラで
検証したところ、不法投棄車両と思われる車が写ってお
り、ナンバーも明瞭に写っていたことから、不法投棄車両
の持ち主が判明し逮捕に至るということがありました。
　馬路町内に多く配置してある防犯カメラにより、各種犯
罪行為への抑止効果、犯罪者
逮捕等に寄与し、もって馬路
町の安全安心が確保されるこ
とにつながっていくことを
願っています。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
隣
組
長
様
に
は
例
年
と
変

わ
ら
ぬ
自
治
会
運
営
に
お
世
話
に

な
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

表
紙
の
絵
図
は
、
慶
応
寺
・
池

尻
天
満
宮
を
結
ぶ
山
中
の
道
で
上

池
・
中
池
に
も
続
く
旧
道
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
交
差
点
の
周
辺
の
倒
木

（
平
成
29
年
21
号
台
風
被
害
）
を
除

去
作
業
中
で
す
。
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「新営農組織準備委員会」

防犯カメラ活躍！！
不法投棄犯人逮捕に貢献

協議
報告 千代川駅バリアフリ—等整備工事供用開始

　亀岡市の北の玄関口にふさわしい駅整備の
推進を目指して、地元千代川町を中心に川東
４町が加わる整備促進協議会による竣工感謝
式が2月11日駅東広場において行われ供用開
始となりました。
　これにより、上り下りの両側に駅広場を有
し、発券機・改札口・そしてバリアフリー・
一部プラットホームの屋根設置等着々と駅整
備がすすめられ利便性が大幅に高まりまし
た。引き続いてＪＲ西日本鉄道や亀岡市・京
都府・国等の関係機関に対し、東西を結ぶ自
由通路（駅舎改築含む）、更には東側へのト
イレの設置、上り方面のプラットホーム屋根
の延伸等の早期整備を要望していきます。
　これら要望を早期に実現するためには、千
代川駅（舟運歴史館・水辺公園）と亀岡駅
（サンガスタジアム）を結ぶ川東地域の交流
人口増加策を講じて、地域の活性化を図って
いくこと等により、千代川駅の乗降客を大幅
に増加させることが、不可欠な取り組みと
なってきたものと考えます。

←交差点


